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IHC 1:200-1:1000,ICC 1:50-1:200,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400

14.2kDa

CD59

1F5; EJ16; EJ30; EL32; G344; MIN1; MIN2; MIN3; MIRL; HRF20; MACIF; MEM43; MIC11;
MSK21; 16.3A5; HRF-20; MAC-IP; p18-20
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CD59 Y9 A mAb (48) ZF\f- MCF-7 Bl D oaEtaytht, 5: DRAQS &Y DNA
@, 7x: Alexa Fluor-555 7 7 A4 OV TIE#ShET O FUo T4 T AV BN,

CD59 ¥ X mAb (4) %#FAL\f= Hela B maiEayche, 5. DRAQS EEDNAE
&, 75 AlexaFluor-555 7 7 AA SV TIB ST I FU T4 T AV K,
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DAB (2 &3 CD59 ¥ A mAb L /857 « VEIBE N ERYEAM D REE
BAEDH.

DAB (2 &3 CD59 ¥ A mAb &L /857 « VEIBE FEEEAGOREE
BAEDH.
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、補体媒介性細胞溶解を制御する細胞表面糖タンパク質をコードし、リンパ球シグナル伝達に関与しています。このタンパク質は補体膜侵襲複合体の強力な阻害剤であり、複合体の形成過程において補体C8および／またはC9に結合し、浸透圧孔形成に必要なC9の複数コピーの複合体への組み込みを阻害します。また、このタンパク質はT細胞活性化におけるシグナル伝達経路にも関与しています。この遺伝子の変異はCD59欠損症を引き起こし、溶血性貧血および血栓症、さらには脳梗塞を引き起こします。この遺伝子には、同じタンパク質をコードする複数の選択的スプライシング転写バリアントが同定されています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	CD59マウスmAb（緑）を用いたMCF-7細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	CD59マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	CD59 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HeLa 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による CD59 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト膀胱癌組織の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による CD59 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト食道癌組織の免疫組織化学分析。

